52.マウス可移植性黒色腫剔出後の転移巣に対する異種抗血清の治療効果について(第592回千葉医学会例会・第14回佐藤外科例会) by 中野,喜久男 et al.
97 第592回千葉医学会例会・第14回佐藤外科例会 
時的に測定するに CEAが5.0ng/ml以上の高値を示
す症例は肝転移が多く認められ，それら症例に対しては
術後動注療法を追加施行した。また開腹時肝生検を行な
い制癌剤による肝の組織学的効果を検討し報告した。 
48.広範揚切除後の長期管理経験
泉宏重，内村逸郎，高重義
(柳原病院)
私たちは，約20cmの十二指腸と約 2/3の結腸を残す
のみという広範腸切除患者の長期栄養管理を経験した。
残存腸管の代償機能が働きはじめるのが 1-2年といわ
れ，果して，このような極端な例でも働きはじめるか興
味があったが，偽膜性腸炎などの合併で， 16カ月の経過
しかみられなかった。この間，高カロリー輸液に頼るこ
とが多かったが， MCTなどを使って工夫した経口食が
患者の好みに合わず，摂取拒否が栄養管理をむずかしく
した。 
49.当院における消化器内視鏡治療の経験
蜂巣忠，紅谷明，大森耕一郎
柏原英彦，横山健郎(国立佐倉)
我々が昭和50年4月より昭和53年1月までに施行した
例，ポリ5，消化管止血17"31内視鏡治療症例は異物除去 
Cr 13.3，12.7mg/dl，無尿，黄症， 白血球増多， 血少
板減少，後者は薬疹もあり，それぞれ4回， 2回の血液
透析を行ない軽快した。 2例共胆管炎，脱水， CER使
用の 3要因が重なって発症したと考えられる。 
52.マウス可移植性黒色腫射出後の転移巣に対する異
種抗血清の治療効果について
中野喜久男，西村明，斉藤登喜男
(千葉県がんセンター消化器科)
時田尚志，藤村真示，田中 昇
(同研究所) 
CS7/BL Mouseに MelanomaB・16を移植し 1週後に
原発巣を別出，抗 MelanomaB・16ウサギ血清を連日 6
回注射して転移巣の発育を抑制し延命効果を観察した。 
1/2X 107ケ細胞移植群の平均生存日数は注射群 30日，対
照群22日一匹は200日生き延命効果を認めた。 
53.内皆形成の新手術法
高瀬晴夫(高瀬医院)
切除すべき内皆賛皮を 2本の「モスキトー」で其鼻側
部を把持固定する事により，除去予定部分の皮フ切開を
正確且容易にし，次いで「モスキトー」の両末端側皮膚
}プ切除31例，乳頭切開術4例の計43例である。症例中
慢性腎不全症例に施行した内視鏡治療は，胃ポリープ切
除3例(切除断端の止血処置を含める)と消化管止血2
例である。 
50.外傷性血管損傷
西沢直，田宮達男(国立千葉)
最近 5カ年聞に 14例の外傷性末梢血管損傷を経験し
た。血管離断等の動脈損傷 6例(開放性4例，非開放性 
2例)，仮性動脈癌 5例， 動静脈痩 3例であった。性別
比は男12:女2で，受傷平均年齢は33歳である。治療で
は非開放性血管損傷は阻血症状が現れてから血行再建を
行なうために手術成績は劣るが，他の症例では満足すべ
き成績を得ている。 
51.急性胆管炎保存的治療中発症した急性腎不全の 2
{列
嶋田俊恒，入江康文，山田憲司郎
(千葉社会保険)
小高通夫，平沢博之，大川昌権
添田耕司(千大) 
36歳， 62歳の男性2例で， 来院時 BUN139，206， 
切除後，直ちに残存皮膚部近く 2針をかけて縫合閉鎖
し，皮膚の移動によって，其基本位置を見失う事を予防
し，内皆部皮膚切離線を直線上にならぬ様にする為に残
存皮膚を「コ」の字型に切除縫合閉鎖し，術後癒痕軍縮
による再発を予防し，従来の術式より，容易且確実な新
術式を考案報告す。 
54.腹膜垂軸捻転症の 1 i91J
植竹光一，道上松巨，植竹道子
(植竹病院) 
S宇状結腸腹膜垂2ケの軸捻転により血栓性壊症状を
来した40歳肥満体女性症例。本邦では極めて少し昭和 
50年群大第 1外科長嶋等による報告までに王症例を見る
だけであり， s宇状結腸においても軸捻転症例はまだ報
告されていない稀有なる症例である。 
5.胃腸吻合部における合成吸収性縫合糸の変化
大矢和光，広田和俊(広田胃腸病院)
幽門成形22例，胃切除21例の後壁連続縫合の後，その
部に Vicryl，Dexon，Catgut，silkの四種の糸で結節
縫合し，それに clipをつけ術後X線にて clipの脱落
を観察，縫合糸間の吸収，脱落の状態の差を検討した。
